
防 衛 省 仕 様 書 改 正 票           Ｄ Ｓ Ｐ 

                           Ｋ ２２１７Ｅ（１） 
さ び 止 め 油            制定 昭和４９． ３．２８ 

改正 平成２５． ３．２６ 

（ＬＵＢＲＩＣＡＴＩＮＧ ＯＩＬ，ＧＥＮＥＲＡＬ ＰＵＲＰＯＳＥ） 

 

この改正票は，ＤＳＰ Ｋ ２２１７Ｅ（さび止め油）についてのものであり，

ＤＳＰ Ｋ ２２１７Ｅと併用される。 

 

1.4 a) 1) 規格 中  

“ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表” を削る。 

1.4 a) 3) 法令等 中  

 “工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）”を削る。 
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さ び 止 め 油 

制定 昭和４９． ３．２８

改正 平成１９．１２．２１

（LUBRICATING OIL，GENERAL PURPOSE） 

 

 

1 総則 

1.1 適用範囲 

この仕様書は，一般機械，一般火器用の潤滑油及び防せい用として使用するさび止め油について規定する。 

1.2 種類 

種類は，表１による。 

表１－種類 

種 類 記 号 物 品 番 号 粘 度 備 考 

1 種 NP-7 ９１５０－００１－９４２８－５ 中質 

1 号 NP-8 ９１５０－２９９－００４８－５ 
一般機械用 

2 種 
2 号 P-8 ９１５０－００３－９２８５－５ 

軽質 
一般火器用 

1 号 NP-9 ９１５０－２９９－００４７－５ 一般機械用 
3 種 

2 号 P-9 ９１５０－４０６－３６５９－５ 
特軽質 

一般火器用 

1.3 製品の呼び方 

製品の呼び方は，仕様書の名称及び種類による。 

例 さび止め油 １種 

1.4 引用文書等 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部をなすものであり，入札書又

は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 引用文書 

1) 規格 

ＪＩＳ Ｋ ２２０１ 工業ガソリン 

ＪＩＳ Ｋ ２２４６ さび止め油 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９ 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表 

ＪＩＳ Ｋ ２２５１ 原油及び石油製品－試料採取方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２６５－４ 引火点の求め方－第４部：クリーブランド開放法 

ＪＩＳ Ｋ ２２６９ 原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２８３ 原油及び石油製品－動粘度試験方法及び粘度指数算出方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５０３ 航空潤滑油試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５１３ 石油製品－銅板腐食試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５８０ 石油製品－色試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ５５７２ フタル酸樹脂エナメル 

ＪＩＳ Ｋ ５６５１ アミノアルキド樹脂塗料 

ＪＩＳ Ｚ １６２０ 鋼製ペール 
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ＮＤＳ Ｚ ０００１ 包装の法則 

2) 仕様書 

ＤＳＰ Ｋ ２２３３ 一般用作動油 

3) 法令等 

工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号） 

装備品等の製造設備等の認定に関する訓令（昭和５０年防衛庁訓令第４４号） 

b) 関連文書 

ＭＩＬ－ＰＲＦ－３２０３３ ＬＵＢＲＩＣＡＴＩＮＧ ＯＩＬ，ＧＥＮＥＲＡＬ ＰＵＲＰＯＳＥ，ＰＲＥＳＥＲＶＡＴＩＶＥ 

（ＷＡＴＥＲ－ＤＩＳＰＬＡＣＩＮＧ，ＬＯＷ ＴＥＭＰＥＲＡＴＵＲＥ） 

 

2 製品に関する要求 

2.1 認定 

この仕様書で調達される製品のうち，１種，２種１号及び３種１号については，ＪＩＳ Ｋ ２２４６の表４潤滑油形さび止め

油の種類に該当するものとし，２種２号及び３種２号については，装備品等の製造設備等の認定に関する訓令が適用される。 

2.2 品質 

品質は，次による。 

a) １種，２種１号及び３種１号は，ＪＩＳ Ｋ ２２４６の表４の１種３号（ＮＰ－７），１種２号（ＮＰ－８）及び１種１号（ＮＰ－

９）による。 

b) ２種２号及び３種２号は，付表１による。 

2.2.1 基油 

基油は，精製鉱油であって，清澄透明で，水，沈殿物及びその他の不純物を含んではならない。 

2.2.2 添加剤 

２種２号及び３種２号に用いる添加剤は，防衛省が承認したものを使用するものとし，添加剤を変更する場合は，防衛省の承

認を受けなければならない。 

 

3 品質保証 

3.1 認定検査・検査 

認定検査・検査は次によるものとし，それぞれの規定に適合するものでなければならない。 

a) １種，２種１号及び３種１号の検査は，ＪＩＳ Ｋ ２２４６の表９の項目，ＮＰ－７，ＮＰ－８及びＮＰ－９による。 

b) ２種２号及び３種２号の認定検査及び検査は，付表１による。 

注記 2.1項の認定の規定が適用される場合の検査は，付表１の検査の欄に○印を付した項目について実施する。そ

の他の場合は，付表１の試験方法欄に示された検査を行うものとする。 

3.2 試料採取方法 

認定検査及び検査のための試料採取方法は，ＪＩＳ Ｋ ２２５１による。 

 

4 出荷条件 

4.1 容器 

容器は，ＪＩＳ Ｚ １６２０に規定する３種２号Ｍ級とする。ただし，ドラム缶等の容器とする場合は，調達要領指定書

による。 

4.2 外装 

外装は，商慣習による。 
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4.3 表示 

表示は，ＮＤＳ Ｚ ０００１によるほか，次による。 

a) 陸上・海上・航空各自衛隊の標識は，“防衛省”と替えて表示する。 

b) ２０Ｌペール缶の外面塗装は，ＪＩＳ Ｋ ５５７２の２種又はＪＩＳ Ｋ ５６５１の２種２号に規定するＯＤ色７．

５Ｙ３／１を１回塗装する。 

c) 調達要領指定書によって容器を指定した場合は，併せて表示も指定することができる。 

4.4 納入単位 

納入単位は，１５℃における容量（Ｌ）とする。 
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付表１－品質 

規    定 

２種２号 ３種２号 項    目 

Ｐ－８ Ｐ－９ 

認定

検査
検査 試  験  方  法 

４０ ℃ １６ 以上 １１ 以上 ＪＩＳ Ｋ ２２８３による。 

－１８ ℃ ６５０ 以下 ― 
動粘度 

㎟／ｓ 
－４０ ℃ ― ７２００以下 

ＤＳＰ Ｋ ２２３３の附属書Ａ

による。
a)

流動点 ℃ －４５以下 －５７．５以下 ＪＩＳ Ｋ ２２６９による。 

引火点 ℃ １５０以上 １３５以上 ＪＩＳ Ｋ ２２６５－４による。

色 ― ７．０以下 ＪＩＳ Ｋ ２５８０に規定する

ＡＳＴＭ色試験方法による。 

鋼 

アルミニウム合金 

マグネシウム合金 

カドミニウムめっき鋼 

質

量

変

化 
銅 

０．２以下 

金

属

試

験

片 
外 観 合格基準 b)

４０℃における動粘度変化 

％ 

－５～２０ 

試験前 報 告 全 酸 価 

 ｍｇＫＯＨ

／ｇ 

試験後の 

増加 

０．２以下 

腐

食

酸

化

安

定

度 

酸

化

油 

の 

性

状 不溶性物資の分離 

― 

合格基準 c)

―

ＪＩＳ Ｋ ２５０３による。 

銅 板 腐 食 （１００℃，３ｈ） １ 以下 ○ ＪＩＳ Ｋ ２５１３による。 

湿 潤 試 験 合格基準 d)

  （１９２ｈ） 

合格基準 e)

  （１９２ｈ） 

除膜性（湿潤試験後） ― 合格基準 f)

水置換性 ― 合格基準 g)

ＪＩＳ Ｋ ２２４６による。 

貯蔵安定度（２６℃，３０日間） 合格基準 h) ― 

○

―

附属書Ａによる。 

注記 ○印は，認定検査及び検査の項目を示す。 

注 a) 測定温度は－１８℃及び－４０℃とする。 

   b)  試験後，各試験片の表面を２０倍に拡大して調べた場合，ピッチング，エッチング又は明らかな腐食が認められな

い場合を合格とする。ただし，銅試験片には，わずかのしみはあってもよいが，灰色，暗かっ色，黒などのしみがあ

ってはならない。カドミニウムめっき鋼のわずかな変色は差し支えない。 

   c)  不溶性物質の分離又はガム質を含んでいない場合を合格とする。 
   d)  試験片２枚のうちすくなくとも１枚には腐食を認めず，また他の１枚もこん跡以下の腐食である場合を合格とする。

こん跡以下の腐食とは，試験片主要面内の腐食点が３個以下で，それらの腐食点の直径がいずれも１ｍｍ以下で

あって，更に５０時間湿潤試験を継続した後もその大きさ及び数が増大しない場合をいう。 

   e)  試験片５枚のうち，１枚以上に下記のさびができた場合は，更に１０枚の試験片を試験し，１５枚のうち４枚以上に

さびがでた場合は不合格とする。 
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付表１－品質（続き） 

・  さびの径が２ｍｍ以上の場合  

・  １～２ｍｍの径のさびが２個以上の場合 

f)  湿潤試験終了後，試験片はＪＩＳ Ｋ ２２０１に規定する５号を溶剤として洗浄するとき，容易に試料が 

分離する場合を合格とする。 
g)  試験後，試料をぬぐいとった面を観察し，さび,まだら模様，しみなどがなければ合格とする。 
h)  試験中に沈殿物又は添加剤の分離を認めない場合を合格とする。 
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附属書 A 

（規定） 

防せい潤滑油貯蔵安定度試験方法 
 

A.1 適用範囲 

この附属書は，規定条件で防せい潤滑油を貯蔵した場合の安定度を試験する方法について規定する。 

 

A.2 試料瓶 

直径約３８ｍｍ，高さ約１５０ｍｍの平底ねじぶた付のものを用いる。 

 

A.3 操作 

a) 試料瓶に試料油を満たし，室温（２６±６℃）において規定日数１）暗所に貯蔵する。 

b) 規定日数貯蔵した後，試料瓶を昼光燈で照らして観察し，試料中の沈殿又は添加剤の有無を調べる。 

注１） 貯蔵日数は，通常３０日とする。 

 

A.4 報告 

規定日数の貯蔵を終了した試料油について，沈殿又は添加剤の分離の有無を報告する。 


